
（実施要綱・様式３）

社会福祉法人青森県社会福祉協議会

福祉サービス第三者評価自己評価報告書（保育所版）

令和７年度

Ⅰ  福祉サービスの基本方針と組織
Ⅰ- 1 理念・基本方針 組 氏名

Ⅰ- 1- （1）  理念・基本方針が確立・周知されている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

b)法人（保育所）の理念、基本方針が明文化されて
いるが、内容や周知が十分ではない。

c)法人（保育所）の理念、基本方針の明文化や職員
への周知がされていない。

Ⅰ－２ 経営状況の把握

Ⅰ-２- （１）  経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ-２- （１）- ①
事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・
分析されている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把
握・分析されている。

ｂ）事業経営をとりまく環境と経営状況が把握されて
いるが、分析が十分ではない。

c)事業経営をとりまく環境と経営状況が把握されて
いない。

Ⅰ-２- （１）- ②
経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めてい
る。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
ａ）経営環境と経営状況の把握・分析にもとづき経
営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。

ｂ）経営環境と経営状況の把握・分析にもとづき、取
組を進めているが十分ではない。

ｃ）経営環境と経営状況の把握・分析にもとづく取組
が行われていない。

合計 Ⅰ－２経営状況の把握　２細目中　計 2 0 0

Ⅰ-３ 事業計画の策定

Ⅰ- ３- （1）  中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)経営や保育に関する、中・長期の事業計画及び
中・長期の収支計画を策定している。

b)経営や保育に関する、中・長期の事業計画または
中・長期の収支計画のどちらかを策定してなく、十
分ではない。

c)経営や保育に関する、中・長期の事業計画も中・
長期の収支計画のどちらも策定していない。

bやCにした理由と
改善できる点や改善方法

〇
26

保育・経営、それぞれに関
する中長期計画を作成し
ている。

Ⅰ-３- （1）- ①
中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定され
ている。

a b c
だれの問題か

HPやパンフレット、掲示、
職員朝礼、会議、入園式
等で周知を図っている。

各種団体への参加、諸雑
誌の購読、地域団体との
交流等で把握している。〇

26

組織の自己評価や、会計
事務所からの毎月の経営
状況等について分析報告
を受け、進めている。

〇
26

bやCにした理由と
改善できる点や改善方法

判断基準

a)法人（保育所）の理念、基本方針が適切に明文化
されており、職員、保護者等への周知が図られてい
る。

〇
26

Ⅰ- 1- （1）- ① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 a b c
だれの問題か
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（実施要綱・様式３）

Ⅰ-3- （1）- ②
中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定され
ている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)単年度の計画は、中・長期計画を反映して具体的
に策定されている。

b)単年度の計画は、中・長期計画を反映している
が、内容が十分ではない。

c)単年度の計画は、中・長期計画を反映しておら
ず、内容も十分ではない。

Ⅰ- ３- （2）  事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ-３- （2）- ①
事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直し
が組織的に行われ、職員が理解している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直
しが組織的に行われ、職員が理解している。

b)事業計画が職員等の参画のもとで策定されてい
るが、実施状況の把握や評価・見直し、または、職
員の理解が十分ではない。

c)事業計画が、職員等の参画のもとで策定されてい
ない。

Ⅰ- ３- （2）-　②
事業計画は、保護者等に周知され、理解を促してい
る。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)事業計画を保護者等に周知するとともに、内容の
理解を促すための取組を行っている。

b）事業計画を保護者等に周知しているが、内容の
理解を促すための取組が十分ではない。

c)事業計画を保護者等に周知していない。

合計 Ⅰ－３事業計画の策定　４細目中　合計 4 0 0

Ⅰ－４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

Ⅰ-４- （1）  質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)保育の質の向上に向けた取組が組織的に行わ
れ、機能している。

〇

b)保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ
ているが、十分に機能していない。

c)保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ
ていない。

Ⅰ-４- （1）- ②
評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を
明確にし、計画的な改善策を実施している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)評価結果を分析し、明確になった保育所として取
組むべき課題について、改善策や改善実施計画を
立て実施している。

b)評価結果を分析し、保育所として取組むべき課題
を明確にしているが、改善策や改善実施計画を立
て実施するまでに至っていない。

c)評価結果を分析し、保育所として取り組むべき課
題を明確にしていない。

合計
Ⅰ－４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画

的な取組　２細目中　合計
2 0 0

合計 領域Ⅰ　全９細目中　合計 9 0 0

ｂやｃにした理由と
改善できる点や改善方法

〇
26

週会議を活用し、子どもを
主体とした保育を考え、干
し柿づくり、ジャム作り等、
新しい保育に取り組んだ。

年１回の組織の自己評価
や委員会活動等、評価結
果から課題や改善策を検
討し組織的な取り組みを
行っている。

〇
26

１-４- （1）- ①
保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、
機能している。

a b c
だれの問題か

毎年4月に職会にて周
知している。〇

26

入園式後の保護者会やお
たより等で周知している。〇

26

単年度の計画は毎年
リーダーで評価・反省を
行い、次年度の目標を
策定している。

〇
26
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（実施要綱・様式３）

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-１- （1）  管理者の責任が明確にされている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)施設長は、自らの役割と責任を職員に対して明ら
かにし、理解されるよう積極的に取り組んでいる。

b)施設長は、自らの役割と責任を職員に対して明ら
かにし、理解されるよう取り組んでいるが、十分では
ない。

c)施設長は、自らの役割と責任を職員に対して明ら
かにしていない。

Ⅱ-１- （1）- ②
遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を
行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)施設長は、遵守すべき法令等を正しく理解するた
めに積極的な取組を行っている。

b)施設長、遵守すべき法令等を正しく理解するため
の取組を行っているが、十分ではない。

c)施設長、遵守すべき法令等を正しく理解するため
の取組は行っていない。

Ⅱ-１- （2）  管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ-１- （2）- ①
保育の質の向上に意欲をもちその取組に指導力を
発揮している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)施設長は、保育の質の向上に意欲を持ち、組織と
しての取組に十分な指導力を発揮している。

b)施設長は、保育の質の向上に意欲を持ち､組織と
しての取組に指導力を発揮しているが、十分ではな
い。

c)施設長は、保育の質の向上に関する組織の取組
について指導力を発揮していない。

Ⅱ-１- （2）- ②
経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導
力を発揮している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)施設長は、経営の改善や業務の実効性を高める
取組に十分な指導力を発揮している。

b)施設長は、経営の改善や業務の実効性を高める
取組に指導力を発揮しているが、十分ではない。

C)施設長は、経営の改善や業務の実効性を高める
取組について指導力を発揮していない。

合計 Ⅱ－１管理者の責任とリーダーシップ　４細目　合計 4 0 0

Ⅱ- 2 福祉人材の確保・育成

Ⅱ- 2- （1）  福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

ａ）保育所が目標とする保育の質を確保するため、
必要な福祉人材や人員体制に関する具体的な計画
が確立しており、それにもとづいた取組が実施され
ている。
ｂ）保育所が目標とする保育の質を確保するため、
必要な福祉人材や人員体制に関する具体的な計画
が確立しているが、それにもとづいた取組が十分で
はない。

ｃ）保育所が目標とする保育の質を確保するため、
必要な福祉人材や人員体制に関する具体的な計画
が確立していない。

〇
25

○
1

園児に対する保育士定数
は満たしているが、応募が
少なく保育士不足感あり。

〇
26

Ⅱ- 2- （1）- ①
必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な
計画が確立し、取組が実施されている。

a b c
だれの問題か ｂやｃにした理由と

改善できる点や改善方法

感染症、消防法、労働基
準法、児童虐待防止法等
の理解に努め、新しい通
知等についても随時職員
へ会議等で周知している。

〇
26

ＳＶや会議などを通して、
上司からのアドバイスのも
と、個々の目標を定め、保
育に生かせられるよう取り
組んでいる。

〇
26

だれの問題か
ｂやｃにした理由と
改善できる点や改善方法

〇
26

各種会議や委員会活動に
参加し、自らの役割と責任
を明確にし、職員が組織
的に業務に取り組める体
制を整備している。

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ-１- （1）- ①
施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し
理解を図っている。

a b c

3



（実施要綱・様式３）

Ⅱ- 2- （1）- ② 総合的な人事管理が行われている。 a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準 a)総合的な人事管理を実施している。

b)総合的な人事管理に関する取組が十分ではな
い。

c)総合的な人事管理を実施していない。

Ⅱ- 2- （2）  職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ- 2- （2）- ①
職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場
づくりに取組んでいる。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)職員の就業状況や意向を定期的に把握し、必要
があれば改善する仕組みが構築され、働きやすい
職場づくりに積極的に取組んでいる。

b)職員の就業状況や意向を定期的に把握する仕組
みはあるが、改善する仕組みの構築が十分ではな
い。

c)職員の就業状況や意向を把握する仕組みがな
い。

Ⅱ- 2- （3）  職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ- 2- （3）- ①
職員の一人ひとりの育成に向けた取組を行ってい
る。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)職員一人ひとりの育成に向けた目標管理等が、
適切に行われている。

b)職員一人ひとりの育成に向けた目標管理等が行
われているが、十分ではない。

C)職員一人ひとりの育成に向けた目標管理等が行
われていない。

Ⅱ- 2- （3）- ②
職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定
され、教育・研修が実施されている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
ａ）保育所として職員の教育・研修に関する基本方
針や計画が策定され、教育・研修が実施されてい
る。

ｂ）保育所として職員の教育・研修に関する基本方
針や計画が策定されているが、内容や教育・研修
の実施が十分ではない。

ｃ）保育所として職員の教育・研修に関する基本方
針や計画が策定されていない。

Ⅱ- 2- （3）- ③
職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されてい
る。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
ａ）職員一人ひとりについて、教育・研修の機会が確
保され、適切に教育・研修が実施されている。

ｂ）職員一人ひとりについて、教育・研修の機会が確
保されているが、参加等が十分でない。

ｃ）職員一人ひとりについて、研修機会が確保され
ていない。

個人別研修履歴を作成
し、パート職員にも研修参
加の機会を設け、伝達研
修等でも園内周知を図っ
ている。

〇
26

月に２度、仕事の状況を
把握するシステムがある。
また人事考課の用紙に
は、本人が希望する就業
時間や業務を記入する欄
を設け、意見を取り入れる
機会がある。

休憩時間確保のためのマ
ニュアルを活用し、各クラ
スで確認、共有している。

〇
26

OJT制度、キャリアアップ
職能等級制度における人
事考課により、職員各自
が短期的・長期的目標を
持ち、サポートする側も管
理できるようにしている。

〇
26

人事計画を作成し、人事
考課制度、職員との面談
を行っている。〇

26

キャリアアップ研修、モン
テッソーリ教育研修、各種
団体の外部研修、園内研
修等で研修機会を整備し
ている。

〇
26
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Ⅱ- 2- （4）  実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

Ⅱ- 2- （4）- ①
実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成につ
いて体制を整備し、積極的な取組をしている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に
ついて体制を整備し、効果的なプログラムを用意す
る等、積極的な取組を実施している。

b)実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に
ついて体制を整備してはいるが、効果的な育成プロ
グラムが用意されていないなど、積極的な取組には
至っていない。

c)実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に
ついて体制を整備しておらず、教育・研修が行われ
ていない。

合計 Ⅱ－２人材の確保・養成　７細目中合計 7 1 0

Ⅱ- 3 運営の透明性の確保

Ⅱ- 3- （1） 運営の透明性を確保するための取組が行われている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)保育所の事業や財務等に関する情報について、
適切に公開している。

b）保育所の事業や財務等に関する情報を公表して
いるが、方法や内容が十分ではない。

c）保育所の事業や財務等に関する情報を公表して
いない。

Ⅱ- 3- （1）-②
公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための
取組が行われている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のため
の取組が行われている。

b）公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のため
の取組が行われているが、十分ではない。

c）公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のため
の取組が行われていない。

Ⅱ- 4 地域との交流、地域貢献

Ⅱ- 4- （1）  地域との関係が適切に確保されている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子どもと地域との交流を広げるための地域への
働きかけを積極的に行っている。

b)子どもと地域との交流を広げるための地域への
働きかけを行っているが、十分ではない。

c)子どもと地域との交流を広げるための地域への
働きかけを行っていない。

ｂやｃにした理由と
改善できる点や改善方法

〇
26

今年度は法人の事業とし
て青森県社会福祉協議会
主催の「冬休み昼食提供
プログラム」を実施し、地
域の小中学生を対象に園
の給食を提供した。計５名
の参加があった。

小学校訪問、光葉園訪
問、防災フェスタ参加、運
動会、夏祭り、避難訓練、
クリスマス会等地域への
働きかけを積極的に行っ
ている。

Ⅱ- 4- （1）- ①
子どもと地域との交流を広げるための取組を行って
いる。

a b c

だれの問題か

ｂやｃにした理由と
改善できる点や改善方法

〇
26

ホームページ等に公開し
ている。

自己評価や第三者評価の
結果においてもホーム
ページに公開している。

〇
26

ボランティアや実習生の指
導マニュアルが作成され
ている。
その日受け入れの担任か
ら具体的な指導（記録、保
育内容、関わり方、ピアノ）
ができるよう体制が整えら
れている。

〇
26

Ⅱ- 3- （1）- ①
運営の透明性を確保するための情報公開が行われ
ている。

a b c
だれの問題か

5



（実施要綱・様式３）

Ⅱ- 4- （1）- ②
ボランティア等の受け入れに対する基本姿勢を明
確にし体制を確立している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)ボランティア等の受入れに対する基本姿勢が明
示されており、受入れについての体制が整備されて
いる。

b)ボランティア等の受入れに対する基本姿勢が明
示されているが、受入れについての体制が十分に
整備されていない。

c)ボランティア等の受入れに対する基本姿勢が明
示されていない。

Ⅱ- 4- （2）  関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ- 4- （2）- ①
保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関
等との連携が適切に行われている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)子どもによりよい保育を提供するために必要とな
る、関係機関・団体の機能や連絡方法を体系的に
把握し、その関係機関等との連携が適切に行われ
ている。

ｂ）子どもによりよい保育を提供するために必要とな
る、関係機関・団体の機能や連絡方法を体系的に
把握しているが、その関係機関等との連携が十分
ではない。

c)子どもによりよい保育を提供するために必要とな
る、関係機関・団体の機能や連絡方法を体系的に
明示していない。

Ⅱ- 4- （3）  地域の福祉向上のための取組を行っている。

地域の福祉ニーズ等を把握するための取り組みが
行われている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)地域の福祉ニーズ・生活課題等を把握するため
の取り組みを積極的に行っている。

b)地域の福祉ニーズ・生活課題等を把握するため
の取り組みを行っているが、十分ではない。

c)地域の福祉ニーズ・生活課題等を把握するため
の取り組みを行っていない。

Ⅱ- 4- （3）- ②
地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動
が行われている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a）把握した地域の具体的な福祉ニーズ等にもとづく
公益的な事業・活動を積極的に行っている。

b把握した地域の具体的な福祉ニーズ等にもとづく
公益的な事業・活動が十分ではない。

c)把握した地域の具体的な福祉ニーズ等にもとづく
公益的な事業・活動を行っていない。

合計 Ⅱ－４地域との交流、地域貢献　５細目中　計 5 0 0

合計 領域Ⅱ　１６細目中　計 16 1 0

こども食堂の実施

一時預かり、休日保育、病
後児保育、子育て支援セ
ンター（赤ちゃん食堂、離
乳食体験）を実施してい
る。

〇
26

市役所、児相、保健所、小
学校、子ども支援セン
ター、嘱託医、病院、警察
署、民生主任児童委員　、
町内会、民生委員、児童
館

〇
26

子育て支援センター、病後
児保育、赤ちゃん食堂、昼
食提供等支援を開設して
いる。ホームページや通信
を通して積極的に発信して
いる。

〇
26

受け入れ体制やマニュア
ルを整備している。運動会
や夏祭りは、保育大学生
のボランティアや中高生の
保育ボランティアがある。

〇
26

6



（実施要綱・様式３）

Ⅲ  適切な福祉サービスの実施
Ⅲ- 1 利用者本位の福祉サービス

Ⅲ- 1- （1）  利用者を尊重する姿勢が明示されている。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a）子どもを尊重した保育についての基本姿勢が明
示され、組織内で共通の理解を持つための取組が
行われている。

b)子どもを尊重した保育についての基本姿勢は明
示されているが、組織内で共通の理解をもつための
取組は行っていない。

c)子どもを尊重した保育についての基本姿勢が明
示されていない。

Ⅲ- 1- （1）- ②
子どものプライバシー保護に配慮した保育が行わ
れている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子どものプライバシー保護等に関する規程・マ
ニュアル等を整備し、子どものプライバシーに配慮
した保育が行われている。

b)子どものプライバシー保護等に関する規程・マ
ニュアル等を整備しているが、子どものプライバ
シーに配慮した保育が十分ではない。

c)子どものプライバシー保護等に関する規程・マ
ニュアル等を整備していない。

Ⅲ- 1- （２）  福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅲ- 1- （2）- ①
利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積
極的に提供している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)利用希望者が保育所を選択するために必要な情
報を積極的に提供している。

b)利用希望者が保育所を選択するために必要な情
報を提供しているが、十分ではない。

ｃ）利用希望者が保育所を選択するために必要な情
報を提供していない。

Ⅲ- 1- （2）-②
保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく
説明している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)保育の開始・変更時の同意を得るにあたり、組織
が定める様式にもとづき保護者等にわかりやすく説
明を行っている。

b)保育の開始・変更時の同意を得るにあたり、組織
が定める様式にもとづき保護者等に説明を行ってい
るが、十分ではない。

ｃ）保育の開始・変更時の同意を得るにあたり、組織
が定める様式にもとづき保護者等に説明を行ってい
ない。

ホームページ、子育てガイ
ドブック、ここdeサーチに
情報提供している。〇

26

重要事項説明書のホーム
ページへの公開。

〇
26

〇
26

倫理委員会があり、年２回
ＵＳＢ等個人で持っている
ものの管理をしている。ま
た、定期的にスタッフへの
周知を行っている。
保育方針が明確にされ、
朝礼で理念、方針、目標、
年度の行動目標を唱える
ことで意識化されている。

〇
26

Ⅲ- 1- （1）- ①
こどもを尊重した保育について共通の理解をもつた
めの取組を行っている。

a b c

だれの問題か
ｂやｃにした理由と
改善できる点や改善方法

7



（実施要綱・様式３）

Ⅲ- 1- （2）- ③
保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した
対応を行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮し
ている。

b)保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮し
ているが、十分ではない。

ｃ）保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮し
ていない。

Ⅲ- 1- （3）  利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ- 1- （３）- ①
利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、
取組を行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)利用者満足を把握する仕組みを整備し、利用者
満足の結果を踏まえて、その向上に向けた取組を
行っている。

b)利用者満足を把握する仕組みを整備し、利用者
満足の結果を把握しているが、その向上に向けた
取組が十分ではない。

ｃ）利用者満足を把握するための仕組みが整備され
ていない。

Ⅲ- 1- （４）  利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ- 1- （４）- ①
苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能して
いる。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)苦情解決の仕組みが確立され保護者等に周知す
る取組が行われているとともに、苦情解決の仕組み
が機能している。

b)苦情解決の仕組みが確立され保護者等に周知す
る取組が行われているが、十分に機能していない。

c)苦情解決の仕組みが確立していない。

Ⅲ- 1- （４）- ②
保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、
保護者等に周知している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)保護者が相談したり意見を述べたい時に方法や
相手を選択できる環境が整備され、そのことを保護
者に伝えるための取組が行われている。

b)保護者が相談したり意見を述べたい時に方法や
相手を選択できる環境が整備されているが、そのこ
とを保護者に伝えるための取組が十分ではない。

c)保護者が相談したり意見を述べたい時に、方法や
相手を選択できない。

Ⅲ- 1- （４）- ③
保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅
速に対応している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)保護者からの相談や意見を積極的に把握し、組
織的かつ迅速に対応している。

b)保護者からの相談や意見を把握しているが、対応
が十分ではない。

c)保護者からの相談や意見の把握をしていない。

担当者を決め、組織的・迅
速に対応している。〇

26

〇
26

年２回の面談に加え、２か
月に１回の面談について
も周知し対応している。〇

26

２年に一度の保護者アン
ケート実施、苦情要望箱
設置、第三者委員、閲覧
書類

〇
26

〇
26

8



（実施要綱・様式３）

Ⅲ- 1- （５）  安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ－１－（５）－①
安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリス
クマネジメント体制が構築されている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

ａ）リスクマネジメント体制を構築し、子どもの安心と
安全を脅かす事例の収集と要因分析と対応策の検
討・実施が適切に行われている。

ｂ）リスクマネジメント体制を構築しているが、子ども
の安心と安全を脅かす事例の収集と要因分析と対
応策の検討・実施が十分ではない。

ｃ）リスクマネジメント体制を構築されておらず、子ど
もの安心と安全を脅かす事例を組織として収集して
いない。

Ⅲ－１－（５）－②
感染症の予防や発生時における子どもの安全確保
のための体制を整備し、取組を行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)感染症の予防策が講じられ、発生時等の緊急時
の子どもの安全確保について組織として体制を整
備し、取組を行っている。

b)感染症の予防策が講じられ、発生時等の緊急時
の子どもの安全確保について組織として体制を整
備しているが、取組が十分ではない。

c)感染症の予防策が講じられていない。

Ⅲ－１－（５）－③
災害時における子どもの安全確保のための取組を
組織的に行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)地震、津波、豪雨、大雪等の災害に対して、子ど
もの安全確保のための取組を組織的に行ってい
る。
b)地震、津波、豪雨、大雪等の災害に対して、子ど
もの安全確保のための取組を行っているが、十分
ではない。

c)地震、津波、豪雨、大雪等の災害に対して、子ど
もの安全確保のための取組を行っていない。

合計 Ⅲ－１利用者本位の福祉サービス　１２細目中計 12 0 0

Ⅲ- 2 福祉サービスの質の確保

Ⅲ- 2- （1）  提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)保育について、標準的な実施方法が文書化され、
それにもとづいた保育が実施されている。

ｂ）保育について、標準的な実施方法が文書化され
ているが、それにもとづいた保育の実施が十分では
ない。

ｃ）保育について、標準的な実施方法が文書化され
ていない。

Ⅲ- 2- （1）- ②
標準的な実施方法について見直しをする仕組みが
確立している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)標準的な実施方法について定期的に検証し、必
要な見直しを組織的に実施できるよう仕組みを定
め、仕組のもとに検証・見直しを行っている。

b)標準的な実施方法について定期的に検証し、必
要な見直しを組織的に実施できるよう仕組みを定め
ているが、検証・見直しが十分ではない。

c)標準的な実施方法について、組織的な検証・見直
しの仕組みを定めず、定期的な検証をしていない。

マニュアルは整備され各ク
ラスに保管され、1年毎に
見直しがされている。
（プールの監視の仕方、写
真撮影）

〇
26

マニュアルの担当者を決
め、年１回見直し時期を決
め、組織的に行っている。〇

26

Ⅲ- 2- （1）- ①
保育について標準的な実施方法が文書化され保育
が提供されている。

a b c
だれの問題か

感染症発生時には、その
都度保護者へのお知らせ
を行っている。マニュアル
を基に感染対策するととも
に、クラス別保育や早遅番
の合同時間の変更など、
状況に応じた取り組みをし
ている。

〇
26

避難場所を複数確保し、
事前に手紙等で保護者に
周知し、緊急時はメール配
信を行っている。停電等の
避難訓練も実施し、備蓄
品の定期的入れ替えを
行っている。

〇
26

安全委員会を組織し事実
確認、検証がされている
（ヒヤリハット、事故報告
書）訓練も定期的に取り入
れている。
事故報告書、ヒアリハット
等で原因、改善、周知がな
されている。

〇
26
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（実施要綱・様式３）

Ⅲ- 2- （2） 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。 

Ⅲ- 2- （2）- ①
アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成してい
る。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)アセスメントにもとづく指導計画を作成するための
体制が確定しており、取組を行っている。

ｂ）アセスメントにもとづく指導計画を作成するため
の体制が確立しているが、取組が十分ではない。

ｃ）アセスメントにもとづく指導計画を作成するため
の体制が確立していない。

Ⅲ- 2- （2）- ② 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。 a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)指導計画について、実施状況の評価と計画の見
直しに関する手順を組織として定めて実施してい
る。

b)指導計画について、実施状況の評価と計画の見
直しに関する手順を組織として定めて実施している
が、十分ではない。

c)指導計画について、実施状況の評価と計画の見
直しに関する手順を組織として定めて実施していな
い。

Ⅲ- 2- （3）  福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ- 2- （3）- ①
子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行
われ、職員間で共有化されている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子ども一人ひとりの保育の実施状況が適切に記
録され、職員間で共有化されている。

b)子ども一人ひとりの保育の実施状況が記録され
ているが、職員間での共有化が十分ではない。

c)子ども一人ひとりの保育の実施状況が記録され
ていない。

Ⅲ- 2- （3）- ② 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子どもに関する記録の管理について規程が定め
られ、適切に管理が行われている。

b）子どもに関する記録の管理について規程が定め
られ管理が行われているが、十分ではない。

c)子どもに関する記録の管理について規程が定め
られていない。

合計 Ⅲ－２福祉サービスの質の確保　６細目中　計 6 0 0

合計 領域Ⅲ　１８細目中　計 18 0 0

福祉サービス内容評価

Ａ－１ 保育内容

Ａ－１－（１）　全体的な計画の作成

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)全体的な計画は、保育の理念、保育の方針や目
標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に応じ作成している。

b)全体的な計画は、保育の理念、保育の方針や目
標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に応じ作成しているが、十分ではない。

c)全体的な計画は、保育の理念、保育の方針や目
標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に応じ作成していない。

〇
26

Ａ- 1- （1）- ①

保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子ど
もの心身の発達や家庭及び地域の実態に応じて全
体的な計画を作成している。

a b c
だれの問題か

年間指導計画、月間指導
計画、個別支援計画〇

26

管理体制を明確にしてい
る。〇

26

ｂやｃにした理由と
改善できる点や改善方法

〇
26

〇
26
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（実施要綱・様式３）

Ａ－１- （２）  環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開

Ａ－１ － （２）- ①
生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごす
ことのできる環境を整備している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
ａ）生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過
ごすことのできる環境を整備している。

ｂ）生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過
ごすことのできる環境を整備しているが、十分では
ない。

c)生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ご
すことのできる環境を整備していない。

Ａ－１ － （２）-②
一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じ
た保育を行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応
じた保育を行っている。

b)一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応
じた保育を行っているが、十分ではない。

c）一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応
じた保育を行っていない。

Ａ－１ － （２）-③
子どもが基本的な生活習慣を身につけることができ
る環境の整備、援助を行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子どもが基本的な生活習慣を身につけることがで
きる環境の整備、援助を行っている。

b)子どもが基本的な生活習慣を身につけることがで
きる環境の整備、援助を行っているが、十分ではな
い。

c)子どもが基本的な生活習慣を身につけることがで
きる環境の整備、援助を行っていない。

Ａ－１ － （２）-④
子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子ども
の生活と遊びを豊かにする保育を展開している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子ど
もの生活と遊びを豊かにする保育を展開している。

b)子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子ど
もの生活と遊びを豊かにする保育を展開している
が、十分ではない。

c)子どもが主体的に活動できる環境の整備や、子ど
もの生活と遊びを豊かにする保育が展開されてい
ない。

子ども対応の基本として、
1番に受け取りと共感、共
同注意に全職員で取り組
んでいる。新人職員や保
育者の立ち居振る舞いを
見直し、意識して揃えるこ
とが出来た。

〇
26

毎朝運動遊びからスタート
し、十分に身体を動かせる
ための工夫とマニュアル
がある。〇

26

学校薬剤師による定期点
検をクリアしている。

未満児の児の発達に合わ
せ、未満児縦割りクラスを
導入している。隣のクラス
の保育への関心を高める
為、各クラス毎にクラス会
議・モンテ会議・ケース会
議を意識して取り組んでい
る。

〇
26

天候不良時も体を動かす
ことができるよう、ホール
等をつかい「運動あそび」
の時間を設けている。〇

26

11



（実施要綱・様式３）

Ａ- 1- （２）- ⑤

乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的
に展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容
や方法に配慮している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

b)適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
しているが、十分ではない。

c）適切な環境、保育の内容や方法に配慮されてい
ない。

Ａ- 1- （２）- ⑥

３歳未満児（1.2歳児）の保育において、養護と教育
が一体的に展開がされるよう適切な環境を整備し、
保育の内容や方法に配慮している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

b)適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
しているが、十分ではない。

c）適切な環境、保育の内容・方法に配慮されていな
い。

Ａ- 1- （２）-⑦

３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的
に展開がされるよう適切な環境を整備し、保育の内
容や方法に配慮している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)適切な環境が整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

b)適切な環境が整備し、保育の内容や方法に配慮
しているが、十分ではない。

c）適切な環境、保育の内容や方法に配慮されてい
ない。

Ａ-１- （２）- ⑧
障害のある子どもが安心して生活できる環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)障害のある子どもが安心して生活できる環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

b)障害のある子どもが安心して生活できる環境を整
備し、保育内容や方法に配慮しているが、十分では
ない。

○ ○

c)障害のある子どもが安心して生活できる環境の整
備、保育の内容や方法に配慮していない。

Ａ-１- （２）- ⑨
それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を
整備し、保育の内容や方法に配慮している。

b)それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を
整備し、保育の内容や方法に配慮しているが、十分
ではない。

c))それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境の
整備、保育の内容や方法に配慮していない。

環境は整備されている。
子どもの躓きとスタッフ個
人の目標設定を検討した
チーム作りと継続的な支
援力を高める必要があ
る。

ふれあい対象になりそうな
児、集団から外れやすい
傾向のある児、グレーゾー
ンと思われる児への関わ
り方、保育（そのような声
掛け、見守り、環境の孤立
化）、知識に職員間で差が
ある。
保護者と話し合いの上、
関係機関へ繋げていくま
での取り組みはできている
が、個人でもクラスでも同
じような見守り、サポート
の仕方を共有する必要が
あると考える。

〇
26

〇
26

週ごとに、教具や用具の
入れ替えをしている。（児
の敏感期、興味関心に合
わせたり、季節感の感じら
れるもの）。

〇
26

月２回の週会議で用具の
入替や保育者の振る舞い
等シミュレーションを行っ
ている。〇

26

マニュアル化され整備され
ている。

〇
26
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（実施要綱・様式３）

Ａ- 1- （２）-⑩

小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保
育の内容や方法、保護者との関わりに配慮してい
る。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)小学校との連携、就学を見通した計画に基づい
て、保育の内容や方法、保護者との関わりに配慮し
ている。

b)小学校との連携、就学を見通した計画に基づい
て、保育の内容や方法、保護者との関わりに配慮し
ているが、十分ではない。

c）小学校との連携や就学を見通した計画、保育の
内容や方法、保護者との関わりに配慮をしていな
い。

Ａ－１- （３）  健康管理

Ａ－１ － （３）- ① 子どもの健康管理を適切に行っている。 a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準 ａ）子どもの健康管理を適切に行っている。

ｂ）子どもの健康管理を適切に行っているが、十分
ではない。

c)子どもの健康管理を適切に行っていない。

Ａ－1－（３）－② 健康診断・歯科検診の結果を保育に反映している。 a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)健康診断・歯科検診の結果を保育に反映してい
る。

ｂ)健康診断・歯科検診の結果を保育に反映してい
るが、十分ではない。

c)健康診断・歯科検診の結果を保育に反映してい
ない。

Ａ－１ － （３）- ③

アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについ
て、医師からの指示を受け適切な対応を行ってい
る。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについ
て、医師からの指示を受け、適切な対応を行ってい
る。
ｂ)アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについ
て、医師からの指示を受け、適切な対応を行ってい
るが、十分ではない。

c)アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについ
て、適切な対応を行っていない。

健康診断や歯科検診の結
果はその日のうちにカード
に記載し、保護者へ周知
されている。また、園全体
への情報は通信にて発信
されている。また結果を保
育に反映し歯磨き指導を
取り入れている。

〇
26

生活管理指導票等のアレ
ルギーガイドラインに沿っ
て対応している。〇

26

今年度「幼保小架け橋プ
ログラム」を湊小学校と共
同で作成した。

湊小学校との連携をとり、
学校見学の機会を設けて
いる。また、就学する各小
学校、校長との情報交換
がなされている。

〇
26

〇
26

13



（実施要綱・様式３）

Ａ-１- （４）- ① 食事を楽しむことができるよう工夫をしている。 a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準 a)食事を楽しむことができるよう工夫をしている。

ｂ)食事を楽しむことができるよう工夫をしているが、
十分ではない。

c)食事を楽しむことができる工夫をしていない。

Ａ-１- （４）- ②
子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を
提供している。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子どもがおいしく安心して食べることのできる食事
を提供している。

ｂ)子どもがおいしく安心して食べることのできる食事
を提供しているが、十分ではない。

c)子どもがおいしく安心して食べることのできる食事
を提供していない。

合計 Ａ－１　保育内容　１６細目中　計 16 3 0

Ａ－２　 子育て支援

Ａ－２- （１）　家庭との緊密な連携

Ａ- ２- （１）- ①
子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を
行っている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)子どもの生活を充実させるために、家庭との連携
を行っている。

ｂ）子どもの生活を充実させるために、家庭との連携
を行っているが、十分ではない。

c)子どもの生活を充実させるために、家庭との連携
を行っていない。

Ａ－２- （２）　保護者等の支援

Ａ-２- （２）-①
保護者が安心して子育てができるよう支援を行って
いる。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準
a)保護者が安心して子育てができるよう支援を行っ
ている。

b)保護者が安心して子育てができるよう支援を行っ
ているが、十分ではない。

c)保護者が安心して子育てができるよう支援を行っ
ていない。

春・秋の面談(全体）の他、
希望者は２か月に１回面
談を行っている。〇

26

〇
26

A-１-(４) 　食事

今年度は新たな栄養士の
アイディアにより、以前より
もされにアレンジメニュー
や新メニュー、手作りのメ
ニューが増えている。

給食会議でクラスの状況
やメニューについて検討す
る機会があり、メニューに
反映されている。

〇
26

午前中のクッキングの年
間計画を立て、給食スタッ
フと話し合いながら実施す
ることができた。給食やお
やつで気になったことは随
時あげ、給食会議、チーム
会議で話合改善につなげ
ている。

行事食以外の給食やおや
つについても給食会議に
挙げ、改善に繋げている。

〇
26
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（実施要綱・様式３）

個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの
早期発見・早期対応及び虐待の予防に努めてい
る。

b)家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの
早期発見・早期対応及び虐待の予防に努めている
が、十分ではない。

c)家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの
早期発見・早期対応及び虐待の予防に努めていな
い。

合計 Ａ－２　子育て支援　３細目中　計 3 0 0
Ａ－３ 保育の質の向上
Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

Ａ－3－（1）－①

保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評
価）を行い、保育実践の改善や専門性の向上に努
めている。

a b c 個人 ｸﾗｽ 担当 全体

判断基準

a)保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己
評価）を行い、保育実践の改善や専門性の向上に
努めている。

b)保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己
評価）を行い、保育実践の改善や専門性の向上に
努めているが、十分ではない。

○

c)保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己
評価）に取り組んでいない。

合計 Ａ－３　保育の質の向上　１細目中　計 1 1 0
合計 領域A　２０細目中　計 20 1 0
合計 全評価細目　６５細目中　計 65 2 0

〇
26

必要時は保護者との面談
を実施し、虐待の予防に
努めている。

クラスで虐待の疑いや家
庭環境で気になることがあ
る場合、上司にあげ、各関
係機関へ連絡を取るシス
テムが確立されている。、
また、倫理・法令遵守委員
会が年に２回職員へのセ
ルフチェックを行い、虐待
予防に努めている。

何がどうなっているか、過
去に比べてどう変化した
か、事実の共有はしてい
るが、「把握した現状」は、
個々に差はある。

「～が出来ていなかった」
「～をやっていなかった」と
終わるのではなく、その後
何をどのように工夫するの
かを考える。
上手くいかない所を自ら話
す。

〇
25

〇
１

Ａ- ２- （２）-②
家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早
期発見・早期対応及び虐待の予防に努めている。

a b c
だれの問題か ｂやｃにした理由と

改善できる点や改善方法

結果の評価ではなくプ

ロセスの評価ができる

ように取り組みについ

ての経過等を他職員と

共有する必要がある。
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